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I.はじめに ちなみに,前期中等教育段階のこの教科 ｢生物 ･
義務教育の段階,前期中等教育段階における科学 環境｣と初等教育段階 (第 1-4学年)における科
(理科 )教育は,どのような教科でなされるべきで 学教育がどのように関連しているか 7)を,明らかに
あろうか｡今日,外国では ｢理科｣や ｢物理｣などで し,また,前期中等教育段階における物理教育の現
はなく,日本にはない ｢環境｣を附した教科もある｡ 状については,前段階である初等教育段階の科学 
既 に ,筆者 は , ドイツ語 圏のオース トリア (理科 )教育とどのように関連しているか 8),前期
(Republik Osterreich :オース トリア共和国 , 中等教育段階ハウプ トシューレにおける物理カリキ
RepublicofAustria)における前期中等教育段階 ュラムがどのように変化 してきたか 9',を明らかに
(通算呼称で第 5- 8学年 )の教科 ｢生物 ･環境 してきている｡ 
(BIOLOGIEUNDUMWELTXUNDE)｣がどのよう
な教科であるのかを,いわば学校教育法,施行規則 , tl.枠組み (Rahmen) 
学習指導要領 ,教員養成大学の履修の手引き ･シラ
バスなどを手がか りにして ,明らかにしてきた 1)｡ tl. 1.学校制度 (asterreichischesSchulwesen)
前期中等教育段階に教科 ｢体育｣ ･｢物理｣ ･｢化 オース トリアの学校制度は 444制である｡ 初等
学｣はあるものの,いわば健康教育を担う ｢保健体 教育段階の学校である基礎学校 (国民学校)に続き,
育｣や地学教育を含む ｢理科｣が設置されていない 中等教育段階が,就学開始学年から通算呼称で 5学
ことに対応して,｢生物 ･環境｣は,人間の生存に 年から分岐するフォーク型であり,それぞれ 4年間
関与する内部環境と資源や景観の要素を含む自然環 の前期と後期 とに分かれる｡ 前期中等教育段階は,
境を扱うという意味で環境教育をも担っている教科 ハウプ トシューレ (全生徒数の約 7割)と,ギムナ
であった｡しかし,旧からこの新 (現行)カリキュ ジウム,実科ギムナジウム,経済実科ギムナジウム
ラムへの改訂で,変化はなかったのであろうか｡ からなる普通教育中等学校の下級段階 (約 3割 ),




岡山大学大学院教育学研究科 自然教育学系理科教育講座 700-8530 岡山市津島中 3-1-1 
ReiinoteBilg n niometltde C iuu tteLw reodr dcto nAsravso fh ooyadEvrn naSuis urrclma･h o eScnayEuaini uti
KetiTANAKA 
Scec dcto,iso fNtrlSineEdcto,rdaeShoo uainOkym aUiest,--ineEuainDvino aua cec uainGaut colfEdcto, aa nvriy3Il 
Tssi -aaOkym a0-50uhmank, aa 7083
-1i～
田中 賢二 
H. 2.学習指導要領 (Lehrplane) を学校が出すことを認めているが,単一の学習指導
要領が教育の大綱を定めている｡
教育に関してオーストリアは中央集権であり学習 前期中等教育段階における学習指導要領の近年の
指導要領の公示前に各邦の審議会に諮問されるとし 改訂 ･移行 ･完全実施を,表 1にまとめた｡
ても,また,独自の学習指導要領として若干の特色
表 1 前期中等教育段階 (通算呼称で第 5-8学年)における学習指導要領の近年の改訂
ハウプ トシューレ 普通教育中等学校下級段階
年度 第 1学年 第2学年 第 3学年 第4学年 第 1学年 第 2学年 第 3学年 第4学年 
1 1985/86 旧 (旧旧 




旧 ) (旧 旧 ) (旧 旧 ) (旧 旧 ) (旧 旧 ) (旧 )旧)
(旧
旧 ) 旧
旧 ) (旧 旧 ) 
(旧 旧 ) 
旧 )
3 1987/88 旧 旧 旧 (旧 旧 ) 旧 
15 1999/00 旧 旧 旧 旧 旧 旧 旧 旧 
16 2000/01 新 旧 旧 旧 新 旧 旧 旧 
17 2001/02 新 釈 旧 旧 新 新 旧 旧 
18 2002/03 新 新 新 旧 新 新 新 旧 
19 2003/04 新 新 新 新 釈 新 釈 新
旧学習指導要領は,ハウプ トシューレの場合 , なり,それまで現行の新指導要領が有効となる｡ 
1985/86から1988/89学年度, 3年間掛けて,普通教
育中等学校下級段階の場合,1987/88と1988/89学年 l. 3.週授業時間数 (Wochenstunden週授業時
度に 1 学年と2 学年とで年次進行, 1年間で完全
実施に移された｡新 (現行)学習指導要領ではとも
4/3/ 間数 Stnetfl授業時間割表)udnaen
000/01から200340/ 4/3/2/学年度に 1 学年進行,に,2 ハウプトシューレにおける生物 ･環境の過授業時
3年間掛けて,完全実施に移されている｡今回の前 間数の新旧カリキュラムによる変化をまとめると,





表 2 ハウプトシューレにおける教科 ｢生物 ･環境｣の週授業時間数の変化

新学習指導要領2000/01移行開始2003/04完全実施 ← 旧学習指導要領 1985/86移行開始 1988/89完全実施

必修教科＼学年 1 2 3 4 合計 合計 必修教科＼学年 1 2 3 4

生物 .環境 2 2 1 2 7* ← 9 生物 .環境 3 2 2 2

*学校が独自の規定でもって若干の特色を出す場合の許容幅は,7-12である｡
表 3 普通教育中等学校の下級段階における教科 ｢生物 ･環境｣の週授業時間数の変化表
新学習指導要領2000/01移行開始2003/04完全実施 ← 旧学習指導要領 1987/88移行開始1988/89完全実施
学年 1 2 3 4 合計* 合計 1 2 3 4
RGG/WK GRG G/WKR G/W K/RG G/WK RG必修教科＼類型 G/W K/RG G/WK G/WK/RG
生物 .環境 2 2 1 2 2 7 8 ← 9 3 2 2 2 2 
iasumGy
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前期中等教育段階における生物 ･環境の週授業時 てで,陶冶教授課題 (lug-n erugb)BidnsudLhafae,





において (第 1と 3学年におけるそれぞれ週 3から 
2と 2から 1)計 2,実科ギムナジウムの下級段階
において (第 1学年における週 3から2)1を数え,





















表4は,学習目標 ( lug- n erugb:Bidns udLhafae
陶冶教授課題 )の新旧対照表である｡
表4 学習目標 Blug-n erugb 陶冶教授課題)の新旧対照表(idnsudLhafae:
新学習指導要領 旧学習指導要領
第 1から 4学年における生物 ･環境のテーマは,人間と健 動物,植物内の主要群の特徴的生物,とりわけ地元の
康,動物と植物,生態学と環境である｡ 4年間を通じて,こ 生物,人間にとって価値のある生物に関する知識が,第 
の 3つのテーマ分野が,授業内容の構造化で柱となる｡ 1, 2学年の生徒によって,習得される｡その際,環境 ･
授業では,下記の目標が実現できるように留意されるべきで 生活様式 ･行動 ･体格間の関連が,可能な限り,直接的
ある｡ な観察のもと,考察される｡ 動物,植物における近縁関
一生徒は,生物学に関する重要な知識 
Ek itrennnsse)を獲得し,原理 ･関連 ･
ilihoogsceltzenra( eb 係とそれに基づく体系的な分類との理解が始まり,環境
循環 ･依存性を学習 の枠内で相互関係-の洞察がなされる｡ 生徒は,人間の




















































































表 5 学習内容 (Lehrstof:教材)の新旧対照表 (旧は途中 3カ所省略)
新学習指導要領 旧学習指導要領
必修内容 : 第 1学年 (週 3時間):
第 1学年 : 人間 (DerMensch)

















Z動物と植物 ('r n jneeudP a 生徒は人間と自然の結び付きと責任を認め,生命への):nzen
動植物界の精選した国内例で,構造 ･機能,また,年齢にあ 畏敬を育むべきである｡


































































































められる｡ (参照,第 3部の ｢必修内容と発展的内容｣*)
*･･･必修内容には,付表時間割で与えられている週時間






































































の指示構造は異なっている｡ 例えば,人間 (Der 
Mensch)といういわば単元の元に,それらの学習
目標 (enil)と学習内容 LmihleLrzee (e nat)を順に
指示することから,学年 ･分野別に,目標と内容と
を混在させたような指示に変わっている｡ 計 19単
元から計 12区分 (3分野 * 4学年)-の変化であ
る｡
最初と最後 ( e nc ooi旧 :D rMesh人間-Bilge 
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第 4学年 (週 2時PF31:
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(ともに第 2学年),キノコ (ともに第 2学年),細
胞 (ともに第 2学年),ビオ トー プ保全 (第 1･3
学年 と第 1- 4学年),生態系森 (第 2学年 と第 
-6-
オース トリアの前期中等教育段階における生物 ･環境カリキュラムの改訂
1･ 2学年 ),遺伝 (ともに第 4学年 ),病気 (第 1, る重視 と地学教育関係の軽減 とが窺い知れる｡
4学年 と第 4学年 )があ るこ とで ,変 わっていな なお ,新 カリキュラムでは ,学習内容がゆとりの
い｡ 創造 といえる週時間数の 2/ 3で行われるとする必
旧カリキュラムにな く新 カリキュラムにある事項 修内容 と学校や教師の 自由裁量で扱われる発展的内
は ,エイズ (第 4学年 ),食物連鎖 (第 1-4学年 ) , 容 とに分 け られることに ,なった｡ 
遺伝子工学 (第 4学年 ),免疫系 (第 4学年 ),妊娠 
(第 1, 4学年 ),性器官 (第 4学年 ) な どであ り , "I. 3.内容の取扱 い (DidaktischeGrundsatze:教
一方 ,旧カリキュラムにあ り新 カリキュラムにない 授学的諸原則 )
事項は化石 (第 4学年 ),景観保全 (第 3学年 ),岩
石 (第 3学年 ),土壌 (第 2, 3学年 ),共生 (第 2, 表 6は ,内容の取扱い (DidaktischeGrun dsatze
4学年 )などである｡ いわば ,健康教育関係の更な 教授学的諸原則 )の新 旧対照表である｡
表 6 内容の取扱い Diatsh udaz (( dkiceGrnste:教授学的諸原則)の新旧対照表 旧は途中 4カ所省略)
新学習指導要領 旧学習指導要領
全てのテーマの取扱いに際して,内容 ･方法の選択,また, 第 1学年






学習と問題解決能力を奨励される｡ つまり,比較,整理 ;過 と方法の採用は,絶対に必要である｡ この年齢段階にお
当な補助道具 (例えば,ルーペ,顕微鏡,コンピュータ,専 いて広範な生体学を伝えることは,決して試みられるべ
門文献)に依る研究 ;情報の入手,処理およびプレゼンテー きでない｡上級段階に留保される｡
ション ;問題の特定 ･解法 ;簡単な実験と測定の実施｡ 教授学的諸原則 :
教科枠を越えたプロジェクト学習が支援されるべきである｡ 自分の身体の構造と機能に関する知識は,生徒の肉体的
自然との出会いが考えられるべきである (例えば,遠足,露 精神的発達から生じる問題の克服に対して基礎的な前提






的 ･倫理的な側面を含む精選されたテーマに基づき,各段階 教授学的諸原則 :





る典型的な生態系 (参照 ｢生態学と環境｣)が優先的に扱わ 家畜,飼育箱や水槽,動物園,動物収容場所,餌場,市
れる｡ 更に,人間にとって特別な意味を持つことにも考慮す 場などが,その際に,動物との直接的な出会いにとって
べきである｡ 生徒は生き物の多様性を認識し,その本質的で 可能性をもたらすだろう｡ 様々な体系的な群からの代表
特徴的な知識を学ぶべきである｡ 生き物の間の近縁関係を指 的生物の選択に際して,基準に加えて,分布 ･適応 ･生
示し,生徒は集団内の生物の配置を理解すべきである｡ 活様式 ･行動 ･経済的意味,地域的与件や話題性の原理
｢生態学と環境｣のテーマでは,生物の相互作用に関する学 が,考慮されるべきである｡ 一般的な生物学的認識は,
習,生命界と無生物界の間の関係,また,環境問題 ･環境保 年齢にあった形で,幾つかの典型的な代表的な生物の事
護処置-の洞察が,中心となる｡ 環境に関する知識,環境意 例で,習得される｡可能な限り,実際的な動物の世話 (飼
識,生態学的行動能力に関する環境に優しい行為についての 育箱,水槽)がなされるべきである｡ 絶滅危倶種の知識















新 旧 カ リキ ュ ラム で は , 内 容 の取 扱 い 
(DidaktischeGrundsatze:教授学的諸原則)の意
味が異なってきた｡ 旧カリキュラムでは,教材 
(Lhsoff ( dkiceert )の後に教授学的諸原則 Diatsh
Grunds畠tze)が置かれているのに対して,新カリ
キュラムでは,逆順であ り,教授学的諸原則 
















































に,発展途上国の生物学的与件 (人口過剰 ･略奪農法 ･
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